
み
ん
な
で
創
る
谷
相
地
区

中
央
東
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
香
美
市
、
土
佐
香
美
農

協
と
連
携
し
、
谷
相
地
区
を
モ
デ
ル
集
落
と
し
て
、
集
落
営
農
活

動
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
に
「
咲
か
そ
う
・
実
ら
そ
う
谷
相
の
夢
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
谷
相
地
区
集
落
営
農
組
合
が
設
立
さ
れ
、
「
エ
コ
フ
ァ

ー
マ
ー
」
「
農
作
業
受
委
託
組
織
の
設
立
」
「
所
得
向
上
に
向
け
た

ア
ジ
サ
イ
栽
培
や
直
販
活
動
」
「
青
ネ
ギ
栽
培
」
「
交
流
」
の
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

集
落
営
農
組
合
総
会
を
開
催
！

六
月
二
十
四
日
に
谷
相
公
会
堂
に
お
い
て
「
谷
相
地
区
集
落

営
農
組
合
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
活
動
実
績
・
決
算
、
活
動
計
画
・
予
算
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

農
家
か
ら
は
、
「
集
落
営
農
の
活
動
が
軌
道
に
乗
る
ま
で

何
年
も
か
か
る
と
は
思
う
が
、
組
合
の
活
動
は
集
落
に
と
っ

て
必
要
な
こ
と
で
あ
る
の
で
継
続
し
て
続
け
て
い
け
る
よ
う

に
し
た
い
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
部
会
を
開
催
！

六
月
三
日
に
谷
相
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
部
会
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
会
で
は
提
案
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
は
満
場
一
致
で
承
認
さ

集落営農組合総会１

集落営農組合総会２

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
一
名
が
新
た
に
加
入
し
ま
し

た
。
そ
の
他
に
、
組
合
員
か
ら
の
提
案
に
よ
り
、
「谷
相
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
組

合
」か
ら｢

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
部
会｣

へ
組
織
の
名
称
変
更
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

や
っ
て
い
る
と
き
は
そ
ん
な
に
思
わ
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
活
動
実
績
に
ま
と
め
て
み
た
ら
ず
い
ぶ
ん
色
々
な
活
動

を
し
て
い
る
の
が
改
め
て
分
か
っ
た｣

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
農
作
業
受
委
託
に
つ
い
て
は
、
七
月
か
ら
共
同
防
除
を
実
施
し
十

月
に
は
収
穫
調
整
作
業
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
昨
年
と
比
較
す
る
と
、
「
葉
い
も
ち
病
」
「
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
」
の
発
生
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
七
月
下
旬
に
「
セ
ジ
ロ
ウ
ン

カ
」
、
八
月
中
旬
に
「
コ
ブ
ノ
メ
イ
ガ
」
、
九
月
上
旬
に
「
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン

カ
」
が
平
年
よ
り
多
く
発
生
し
、
防
除
の
回
数
が
増
え
ま
し
た
。

「
水
稲
栽
培
研
究
会
」
を
開
催
！

◇
「
現
地
検
討
会
」

〈
六
月
三
日
〉

研
究
会
員
の
ほ
場
を
巡
回
し
、
水
稲
生
育
状
況
の
確
認
や
平

成
二
十
二
年
度
「
谷
相
地
区
水
稲
栽
培
こ
よ
み
」
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、｢

今
年
度
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
取

り
組
み
と
し
て
微
生
物
農
薬
で
種
子
消
毒
を
行
っ
た
。
今
の
と
こ

ろ
順
調
で
あ
る｣

｢

箱
処
理
剤
は
何
を
使
っ
て
い
る
か｣
等
研
究
会

員
間
で
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
「
現
地
検
討
会
」

〈
七
月
二
十
三
日
〉

実
証
ほ
場
三
カ
所
の
出
穂
日
の
予
測
を
行
い
ま
し
た
。
生
育
状
況

に
つ
い
て
は
、
若
干
遅
れ
気
味
で
し
た
。
病
害
虫
の
発
生
状
況
に
つ
い

オペレーター部会総会

６月３日現地検討会

て
は
、
実
証
ほ
場
一
カ
所
で
ウ
ン
カ
が
発
生
し
て
お
り
、
防
除
の
指
導

を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
水
稲
栽
培
研
究
会
で
は
十
一
月
十
八
日
に
、
「
水
稲
栽
培

研
究
会
」
を
開
催
し
、
実
証
ほ
場
の
成
績
結
果
や
表
示
の
検
討
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。

「
直
販
部
会
」
を
開
催
！

◇
「
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
作
成
及
び
年
間
計
画
の
検
討
」
〈
四
月
二
十
七
日
〉

平
成
二
十
二
年
度
直
販
部
会
の
活
動
計
画
の
検
討
と
栽
培
履
歴

の
記
帳
方
法
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「
韮
生
の
里
」
直
販
所
へ
提
案
で
き
る
よ
う
に
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
内

容
を
検
討
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
、
六
月
に
直
販
部
会
実
証
ほ
場
で

収
穫
を
迎
え
る
「
じ
ゃ
が
い
も
」
、
直
販
所
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
「
乾

物
の
戻
し
方
」
を
検
討
し
ま
し
た
。

年
間
計
画
の
検
討
で
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
後
作
に
さ
つ
ま
い
も
、
白

菜
等
を
栽
培
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
」

〈
六
月
二
十
九
日
〉

谷
相
集
落
の
「
直
販
部
会
実
証
ほ
場
」
に
お
い
て
、
三
月
に
定
植
し

た
「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
」
の
収

穫

を

行

い

ま
し
た
。
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
、
悪
天
候
の
た
め
追
肥
が
で
き
ず
、
小
イ
モ
ば
か
り
で
し

た
が
、
秋
に
は
、
そ
れ
を
種
芋
に
し
て
栽

培

に
再

挑

戦

す

る

こ
と
に
な

り

ま

し
た

。

ま

た

、
ほ
場

の
一

部

に
畝

を

立

て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
茎

を

定

植

し
ま
し
た
。

◇
「
表
示
等
合
同
勉
強
会
」

〈
七
月
二
十
三
日
〉

「
水
稲
栽
培
研
究
会
」
「
直
販
部
会
」
が
合
同
で
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

に
基
づ
く
表
示
方
法
に
つ
い
て
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

香
り
米
や
餅
米
の
表
示
の
方
法
や
米
を
検
査
す
る
場
合
の
費
用
、
カ

ッ
ト
野
菜
の
表
示
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
多
数
の
質
問
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
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農
家
か
ら
は
、
「
生
鮮
食
品
や
米
の
表
示
方
法
に
つ
い
て
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
「
実
証
ほ
場
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
大
根
等
播
種
！
」
〈
九
月
六
日

・
十
日
〉

谷
相
集
落
の
「
直
販
部
会
実
証
ほ
場
」
に
お
い
て
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
定
植
や
大
根
、
カ
ブ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
等
の
は

種
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
十
一
月
に
予
定
し
て
い

る
交
流
会
の
直
販
で
販
売
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
「
株
間
が
今

ま
で
狭
す
ぎ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」
等
の
声
が
あ
り
ま
し

た
。
十
月
中
旬
に
は
、
実
証
ほ
場
の
作
業
と
併
せ
て
、
直
販
部

会
員
の
ほ
場
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
。

｢

交
流
専
門
委
員
会
」
を
開
催
！

◇
「
交
流
会
開
催
に
つ
い
て
検
討
」

〈
八
月
三
十
一
日
〉

昨
年
度
に
引
き
続
い
て
「
ま
た
き
い
や
谷
相
へ
」
（
交
流
会
）
の

開
催
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
『
「
ま
た
き
い

や
」
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
あ
る
の
で
昨
年
度
一
回
の
開
催
で
や
め
る

の
は
い
か
ん
と
思
う
』
と
の
声
が
あ
り
、
十
一
月
七
日
（
日
）
に

ジャガイモ収穫 １ジャガイモ定植

大根等播種 ジャガイモ収穫 ２

「
ま
た
き
い
や
谷
相
へ
」
（
交
流
会
）
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

◇
「
交
流
会
内
容
に
つ
い
て
検
討
」

〈
九
月
十
四
日
〉

交
流
会
の
内
容(

お
に
ぎ
り
づ
く
り
、
稲
わ
ら
リ
ー
ス
づ
く
り

等)

や
参
加
費
、
当
日
の
役
割
分
担
等
を
検
討
し
ま
し
た
。

「
谷
相
の
良
さ
や
地
元
の
お
い
し
い
お
米
の
Ｐ
Ｒ
」
を
目
的
に
十
月
二

十
九
日
に
は
、
プ
レ
交
流
会
（
稲
わ
ら
リ
ー
ス
の
土
台
づ
く
り
等
）
、
十

一
月
七
日
に
「
ま
た
き
い
や
谷
相
へ
！
」(

交
流
会)

を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

交
流
会
の
開
催
！

十
一
月
七
日
（
日
）
に
、
「
ま
た
き
い
や
谷
相
へ
」
と
題
し
、
谷
相
直
販

部
会
実
証
ほ
場
で
の
収
穫
体
験
や
お
に
ぎ
り
づ
く
り
、
稲
わ
ら
リ
ー

ス
づ
く
り
を
内
容
と
し
た
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
交
流
会

開
催
に
あ
た
り
、
十
月
二
十
九
日
（
金
）
に
は
、
交
流
会
の
準
備
の
た

め
の
「
プ
レ
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

谷
相
地
区
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
交
流
会

を
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
交
流
会
の
お
手
伝
い
が
で

き
る
方
は
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

谷
相
地
区
集
落
営
農
組
合

組
合
長

前
田
泰
生

℡

５
９-

３
３
５
７

交流会開催について検討

交流会内容について検討

発 行： 中央東農業振興センター

農業改良普及課

連絡先： 香美市土佐山田町加茂 777

TEL ： 0887-53-3039

FAX ： 0887-53-5140

【集落営農とは】

ひとつの農家では解決できない地域の農業のいろいろな問題を、集落のみん

なと知恵と力を出し合って解決し、集落づくりにつなげていくことです。

『谷相地区集落営農組合について』

谷相地区集落営農組合は、｢咲かそう・実らそう谷相の夢｣をスローガンに集落の

維持発展をめざして平成２１年２月に設立しました。

オペレーター部会、水稲栽培研究会、アジサイ栽培研究会、直販部会、青ネギもう

かる会、交流専門委員会の６つの作業部会ができ、様々な活動を行っています。

『座談会や研究会に参加しよう！』

地域の皆さんの参加がないと「始まらん」会ですので、今まで参加された方も、途

中からの参加はしにくいと思っていらっしゃる方も、皆様お誘い合わせのうえ是非ご

参加ください。

【お知らせ】

●プレ交流会：10月29日

●「またきいや谷相へ」(交流

会)：11月7日

●水稲栽培研究会：11月18日

●オペレーター部会:11月18日

●交流会反省会:11月16日

●谷相地区集落営農組合先進地

研修：12月上旬
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